
法
然
上
人
・
佐
用
の
腰
掛
石

瀬

川

久

志

は
じ
め
に

岡
山
県
美
咲
町
の
誕
生
寺
は
、
法
然
上
人
誕
生
の
聖
地
で
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
に
弟
子
の
法
力
房
蓮
生
（
熊
谷
直
実
）
が
、
法
然

上
人
の
命
に
よ
り
、
上
人
誕
生
の
旧
邸
を
寺
院
に
改
め
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
誕
生
寺
本
堂
の
須
弥
壇
の
位
置
が
、
上
人
誕
生
の

部
屋
の
あ
っ
た
所
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
動
か
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
武
将
熊
谷
直
実
は
、
家
督
を
直
家
に
譲
っ
て

か
ら
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
年
）
頃
、
法
然
上
人
六
〇
歳
の
時
で
あ
る
が
、
法
然
の
弟
子
と
な
り
出
家
し
た
。
蓮
生
は
、
出
家
後
間
も
な

く
、
美
作
国
久
米
南
條
稲
岡
庄
の
法
然
生
誕
地
へ
、
法
然
上
人
自
作
の
仏
像
を
背
負
い
、
弟
子
を
連
れ
て
法
然
上
人
の
生
家
を
目
前
に
し
た

時
、
号
泣
し
感
涙
に
咽
ん
だ
と
言
う
。

現
在
Ｊ
Ｒ
津
山
線
が
高
架
に
な
り
、
そ
の
下
を
県
道
三
七
六
号
線
が
通
っ
て
い
る
が
、
線
路
を
潜
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
小
川
が
流
れ
て

お
り
、
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
Google
地
図
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
ず
は
予
備
知
識
を
得
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
場
所
に
、
教
育
委
員
会
の
案
内
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
法
力
房
蓮
生
は
、
確
か
に
法
然
上
人
の
生
家
へ
や
っ
て
き

た
。
一
方
で
、
法
然
上
人
は
上
京
後
美
作
国
へ
戻
っ
た
史
実
は
な
い
と
さ
れ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晩
年
に
弟
子
に
命
じ
て
寺
院
を
建
立
さ

せ
て
い
る
。
こ
の
時
間
の
空
白
を
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
話
は
そ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
森
藩
の
史
書
『
作
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陽
誌
』に
は
、誕
生
寺
か
ら
北
東
に
二
町
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
法
然
上
人
の
父
親
の
漆
間
時
国
の
館
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
法
力
房
蓮
生
が
感
涙
に
咽
ん
だ
と
さ
れ
る
場
所
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る
。
法
力
房

蓮
生
は
、
果
た
し
て
法
然
上
人
か
ら
、
そ
の
場
所
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と

も
か
く
、
こ
の
誕
生
寺
の
地
か
ら
は
る
か
東
の
兵
庫
県
の
佐
用
町
で
、
い
ま
か
ら
三
〇
年
前
に
、
高
橋

良
和
に
よ
っ
て
、
法
然
上
人
の
腰
掛
石
が
偶
然
に
も
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
「
法
然
上
人
腰
掛
石
１
」（
写

真
１
）
を
再
検
証
し
、
こ
の
答
え
の
出
な
い
か
も
し
れ
な
い
疑
問
の
一
端
に
答・

え・

よ・

う・

と
す
る
の
が
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

高
橋
の
論
文
は
、『
浄
土
』の
一
九
八
八
年
の
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、彼
が
、

佐
用
町
で
法
然
の
腰
掛
石
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
前
年
の
一
九
八
七
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
、
本
稿
を
執
筆
し
て
い

る
の
が
二
〇
一
八
年
一
月
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
三
〇
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
法
然
の
腰
掛
石
は
、
佐
用
の
山

間
部
に
真
宗
の
檀
信
徒
に
よ
っ
て
守
ら
れ
な
が
ら
、
ひ
っ
そ
り
と
息
を
潜
め
て
眠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が
、
こ
の
腰
掛
石
の
こ
と
を

知
っ
た
の
は
、
二
〇
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

『
作
陽
誌
』
に
お
け
る
法
然
の
出
自

「
法
然
の
腰
掛
石
」
を
検
証
す
る
前
に
、
ま
ず
法
然
の
出
自
に
つ
い
て
、
古
文
書
か
ら
の
引
用
を
行
な
う
。『
作
陽
誌
（
全
六
巻
）』
は
美

作
国
の
後
年
の
近
世
森
家
の
支
配
下
で
編
集
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
り
、
松
平
藩
と
な
っ
て
か
ら
の
東
作
誌
と
併
せ
て
、
同
地
の
自
然
、
寺
社

な
ど
地
域
事
情
を
網
羅
し
た
包
括
的
歴
史
書
で
あ
る
。『
作
陽
誌
』
は
「
西
作
誌
」
と
「
東
作
誌
」
に
別
れ
、
前
者
は
漢
文
白
文
、
後
者
は
「
か

な
カ
ナ
」
交
じ
り
の
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
作
陽
誌
』
に
よ
っ
て
法
然
の
出
自
を
訪
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。
古
文
（
書
き

共
生
文
化
研
究

第
三
号

三
六

写真１ 法然上人腰掛石の石碑



下
ろ
し
）
に
変
換
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
本
文
の
半
カ
ッ
コ
は
筆
者
が
補
っ
た
。

「
空
は
長
承
葵
丑う

し

歳
稲
岡
北
庄
栃
社
邑
に
産
ま
る
。
栃
社
は
地
名
に
し
て
一
に
曰
く
、
空・

嬭・

の
母
は
古・

曽・

女・

を
名
と
す
る
。
栃
と
刀

自
出
自
注
１
と
は
倭
訓
２
相
通
ず
、
刀
自
は
女
媼
３
の
通
称
な
る
が
故
に
栃
社
と
い
う
。
も
っ
て
山
号
４
と
な
す
は
本
に
酬
い
る
所
以
な
り
。
未

だ
い
ず
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
雅
州
５
に
三
家
あ
り
、
海
氏
と
い
い
菅
氏
と
い
い
漆
氏
６
と
い
う
。
古
州
７
の
民
は
三
館
公
と
称

す
。
空
は
す
な
わ
ち
漆
氏
な
り
。
其
の
先
は
仁
明
帝
（
天
皇
）
後
西
三
条
右
大
臣
元
光
に
出
ず
。
元
光
六
代
の
式
部
太
郎
源
元
俊
と
蔵
人
平

兼
高
と
郤げ

き
８
あ
り
。
既
に
し
て
元
俊
は
陽
明
門
側
に
於
い
て
ひ
そ
か
に
兼
高
を
殺
し
、
事
発
覚
し
故
を
以
っ
て
作
州
に
か
く
る
。
居
る
こ
と

こ
れ
を
久
し
く
し
、
久
米
押
領
使
神
戸
大
輔
漆
元
国
の
女
を
娶め

と

り
男
を
産
む
。
元
国
に
元

な
く
外
孫
を
養
と
し
て
家
を
継
が
し
初
め
て
源

姓
に
改
め
漆
盛
行
と
号
す
。
盛
行
は
重
俊
を
生
み
、
重
俊
は
国
広
（
校
者
曰
く
国
広
は
一
に
国
弘
に
作
る
）
を
生
む
。
国
広
は
時
国
を
生
む
。

す
な
わ
ち
空
の
家
父
な
り
。
母
秦
氏
も
ま
た
久
米
の
名
門
な
り
。」（『
作
陽
誌
（
西
作
誌
）
中
』
一
二
四
-五
㌻
）

出
自
注

１

と
じ

中
年
以
上
の
婦
人
を
尊
敬
し
て
呼
ぶ
語
。

２

日
本
よ
み

３

お
う
な

歳
を
取
っ
た
女

４

誕
生
寺
の
寺
伝
で
は
稲
岡
栃
之
助
と
社
夫
妻
の
名
か
ら
山
号
が
栃
社
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
山
号
の
よ
み
は
と
ち
こ
そ
ざ
ん
。

５

中
国
に
か
つ
て
存
在
し
た
州

６

こ
の
「
海
」
と
「
漆
」
は
、『
岡
山
県
史

平
安
遺
文
第
五
巻
』
の
「
美
作
国
留
守
所
安
堵
状
」（
天
承
元
年
・
一
一
三
一
年
九
月
）
に
、

漆
に
は
花
押
が
な
い
も
の
の
見
え
て
お
り
、
漆
こ
そ
漆
間
時
国
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
誕
生
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
法
然
の
母

親
・
秦
氏
の
位
牌
に
は
「
海
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位
牌
は
寺
院
建
立
の
後
年
に
な
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
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こ
の
点
の
詳
細
は
、
拙
著
『
法
然
上
人
生
誕
の
地

美
作
国
に
関
す
る
研
究
』（
Ｋ
Ｄ
Ｐ
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

７

雅
州
と
並
ぶ
州
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。

８

い
さ
か
い

争
そ
い

こ
の
よ
う
に
、
勢
至
丸
と
伝
え
ら
れ
た
法
然
上
人
の
幼
名
は
「
空
嬭
」
で
あ
り
、
母
の
名
は
「
古
曽
女
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中

里
介
山
は
『
法
然
行
伝
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
お
な
じ
『
山
陽
誌
』
か
ら
の
引
用
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ

か
「
空
嬭
」「
古
曽
女
」
の
名
は
伏
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
古
曽・

の
異
形
漢
字
が
古
曾・

で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
異
形
文
字
を
使
っ
て
い
る
。
現

在
、
古
曽
の
姓
は
岡
山
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
大
阪
な
ど
、
西
日
本
に
数
十
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
以
上
の
検
証
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と

は
、
当
時
美
作
国
に
古
曽
を
名
乗
る
秦
氏
の
構
成
員
が
あ
っ
て
、
そ
の
娘
に
当
た
る
の
が
法
然
の
母
親
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
、『
山
陽

誌
』
で
は
古
曽
女
の
父
親
は
秦
豊
永
と
い
う
秦
氏
の
構
成
員
だ
と
し
て
い
る
―
こ
の
点
の
検
証
は
別
途
行
な
う
―
の
で
、
矛
盾
し
て
し
ま
う
。

あ
る
い
は
、
夜
襲
に
よ
っ
て
夫
を
な
く
し
た
古
曾
女
は
、
古
曾
を
名
乗
る
も
の
と
再
婚
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
の
ミ
ス
テ
リ
ー
で

あ
る
。
ま
た
、
法
然
は
、
自
分
の
出
自
に
関
し
て
何
を
思
い
、
何
を
考
え
て
修
行
に
励
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
話
が
わ
き
道
へ
そ
れ
た
が
、

こ
こ
で
本
題
に
戻
ろ
う
。

高
橋
良
和
の
「
法
然
上
人
腰
掛
石
」
発
見

ま
ず
、
高
橋
良
和
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
大
意
を
と
っ
て
引
用
す
る
。

「
佐
用
町
の
郷
土
史
家
か
ら
、
佐
用
町
に
法
然
上
人
の
腰
掛
け
石
が
あ
る
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
上
人
に
関
係
の
な

い
町
に
遺
跡
が
あ
る
の
か
と
不
思
議
に
思
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
忠マ

マ

（
史
）
実
や
資
料
に
は
、
今
ま
で
ふ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
佐
用
町
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を
訪
ね
た
。
田
園
で
種
ま
き
を
し
て
い
る
老
人
に
聞
く
と
、
西
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
変
っ
た
石
が
あ
る
ら
し
い
と
、
教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
、

う
ね
う
ね
と
つ
づ
く
町
の
道
を
中
国
縦
貫
道
路
に
そ
っ
て
西
の
方
に
い
く
と
、
そ
の
道
路
の
わ
き
に
石
碑
を
み
つ
け
た
。
そ
の
立
札
に
「
法

然
上
人
腰
掛
け
石
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
石
碑
の
表
に
は
、「
法
然
上
人
腰
掛
石
」
と
は
っ
き
り
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
十
五
歳
の
と
き

美
作
の
国
か
ら
、
比
叡
山
へ
勉
学
に
向
か
っ
た
法
然
上
人
は
、
八
十
歳
で
な
く
な
る
ま
で
故
郷
に
は
一
度
も
帰
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
の
に
、

こ
の
よ
う
な
腰
掛
け
石
が
、
ど
う
し
て
残
っ
て
い
る
の
か
と
、
半
信
半
疑
に
思
い
な
が
ら
木
の
立
札
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
『
法
然
上
人
は

美
作
の
国
を
出
て
、
比
叡
山
に
登
っ
て
浄
土
宗
を
聞
い
た
が
、
そ
の
後
、
度
々
故
郷
の
美
作
の
国
に
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
は
、
い
つ
も

こ
の
地
を
通
っ
て
こ
の
石
に
腰
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
る
。
村
人
た
ち
は
、
こ
の
上
人
の
す
が
（
た
）
に
ふ
れ
て
親
し
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
、
後
世
こ
の
石
を
腰
掛
け
石
と
名
づ
け
て
保
存
す
る
の
で
あ
る
』
と
あ
る
。
こ
の
伝
説
に
よ
る
と
、
上
人
は
度
々
美
作
の
国
に
帰
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
佐
用
の
人
た
ち
と
は
心
や
す
く
な
っ
て
、
腰
掛
け
て
い
る
上
人
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
た
ら
し
い
。
上
人
の
伝
記
を
み
て
も
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
立
教
開
宗
後
、
上
人
は
美
作
の
国
か
ら
、
母
と
本
国
の
師
の
観
覚
得
業
を
、
京
都
に
迎
え
て
孝

養
を
つ
く
し
た
こ
と
が
九
巻
伝
の
な
か
に
あ
る
が
、
そ
れ
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
こ
の
腰
掛
け
石
の
こ
と
は
、
如
何
な
る
伝
記
に
も
な

い
。
こ
の
腰
掛
け
石
は
、
法
然
上
人
の
伝
説
と
し
て
、
は
っ
き
り
佐
用
町
に
残
っ
て
い
る
の
で
、
村
人
た
ち
が
拠
金
し
て
こ
の
石
碑
を
建
て

た
と
記
し
て
い
る
。
た
ま
ら
な
く
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
そ
の
横
を
中
国
縦
貫
道
路
が
作
ら
れ
た
の
に
、
よ
く
ぞ
残
し
て
く
れ
た
と
合
掌
し
な

が
ら
、
よ
ろ
こ
ん
だ
。
今
の
う
ち
に
宗
門
で
な
ん
と
か
こ
の
石
も
保
存
し
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
が
す
ぎ
て
、
佐
用
町

に
行
く
と
、
腰
掛
け
石
は
屋
根
が
出
来
て
お
り
、
花
筒
に
美
し
い
花
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
誰
が
こ
の
よ
う
に
し
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

と
思
い
、
石
碑
の
横
の
札
を
読
む
と
、
屋
根
と
花
筒
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
寄
進
の
人
の
名
前
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
兵
庫
県
上
郡
町
の
真
宗
の

寺
院
と
そ
の
門
徒
で
あ
る
。
時
々
真
宗
の
門
徒
が
、
こ
こ
に
お
参
り
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
真
宗
の
門
徒
の
信
心
の
深
さ
に
強
く
心
う

た
れ
た
が
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
も
お
参
り
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
腰
掛
け
石
も
、
後
世
ま
で
残
る
の
で
は
な
い
か
と

法
然
上
人
・
佐
用
の
腰
掛
石
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九



思
っ
て
安
心
し
て
い
る
。」（
法
然
上
人
讃
仰
会
『
浄
土
』
一
九
八
八
年
、
六
月
号
）

高
橋
報
告
の
検
証

ア

腰
掛
石
へ
の
ア
ク
セ
ス

ま
ず
、
佐
用
の
法
然
腰
掛
石
で
あ
る
が
、
佐
用
町
商
工
観
光
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
正
確
な
場
所
が
判
明
し
た
の
で
記
し
て
お
く
。

筆
者
は
す
で
に
三
回
訪
問
し
て
い
る
の
で
、
迷
わ
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
初
め
て
行
く
人
は
、
以
下
の
道
案
内
を
参
考
に
し
て
欲
し

い
。「
法
然
上
人
の
腰
掛
石
」
は
、
県
道
三
六
五
号
線
沿
い
に
あ
る
。
道
路
沿
い
に
立
っ
て
お
り
、
明
確
な
住
所
が
な
い
た
め
、「
佐
用
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
の
道
順
を
記
す
。
佐
用
Ｉ
Ｃ
を
出
て
右
折
し
、
国
道
三
七
三
号
線
を
南
下
す
る
。
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
上
町

か
ん
ま
ち

と
い
う
交
差
点

に
突
き
当
る
の
で
右
折
し
、
国
道
一
七
九
号
線
を
西
に
進
む
。「
西
山
橋
」
と
い
う
交
差
点
（
右
手
に
「
盛
々
亭
」
と
い
う
飲
食
店
が
見
え
る
）

を
右
折
し
、
県
道
三
六
五
号
線
に
入
る
。
盛
々
亭
の
電
話
番
号
〇
七
九
〇
-八
二
-三
九
八
四
を
ナ
ビ
に
セ
ッ
ト
し
て
お
く
と
迷
わ
な
い
で
済

む
。
そ
の
ま
ま
車
で
一
〜
二
分
ほ
ど
進
む
と
、
右
手
に
「
法
然
上
人
の
腰
掛
石
」
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
で
い
く
場
合
は
、
津
山
方
面
か
ら
だ
と
、
作
用
を
下
車
、
進
行
方
向
へ
左
に
出
て
、
約
一
〇
〇
㍍
左
へ
進
む
と
、
時
代
屋
と
い
う
食

堂
が
あ
る
の
で
そ
こ
を
右
折
、
川
の
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
佐
用
共
立
病
院
下
の
信
号
を
右
折
、
約
三
五
〇
㍍
先
の
盛
々
亭
の
信
号
を
左
折
、
し

ば
ら
く
道
な
り
に
進
む
と
腰
掛
石
が
あ
る
。
徒
歩
で
行
く
場
合
は
、
佐
用
駅
か
ら
二
〇
分
く
ら
い
で
あ
る
。

イ

中
国
縦
貫
道
の
工
事
で
移
さ
れ
た
の
か

つ
ぎ
に
、
高
橋
は
中
国
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
工
事
で
、
こ
の
地
へ
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
明
治
の
中
期
に
中
世
美
作
道
が
拡
幅
さ
れ
た
際
に
、
道
路
沿
い
の
腰
掛
石
が
、
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
た
と
考
え
た

共
生
文
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研
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ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
中
国
自
動
車
道
は
腰
掛
石
の
す
ぐ
上
を
通
っ
て
お
り
、
一
九
八
三
年
に
全
線
開
通
し
て
い
る
が
、
石
碑
に
明
治
二
五

年
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
高
速
道
路
工
事
に
伴
っ
て
、
現
在
地
へ
移
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

ウ

上
郡
町
の
真
宗
の
寺
院

次
に
、
高
橋
が
聞
い
た
上
郡
町
の
真
宗
の
寺
院
を
調
べ
る
と
、
明
福
寺
、
西
光
寺
、
浄
光
寺
、
法
雲
寺
、
福
泉
寺
の
五
箇
寺
で
あ
る
が
、

本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
ま
だ
寺
院
の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
真
宗
の
檀
信
徒
が
お
参
り
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
聞
け
ば
分
か
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
七
年
五
月
に
訪
問
し
た
時
に
、
腰
掛
石
の
西
方
に
あ
る
浄
土
真
宗
の
浄
宗
寺
へ
行
っ
て
聞
い
て
み
た
の
で
あ
る

が
、
真
宗
の
檀
信
徒
が
お
参
り
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
寺
院
の
名
前
や
、
後
で
紹
介
す
る
碑
に
刻
ま
れ
た
、
御
詠
歌
の

主
で
あ
る
「
妙
善
寺
」
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
然
上
人
が
、
こ
こ
で
法
話
を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
は
、
筆
者
が
二
回
目
の

訪
問
の
前
年
、
二
〇
一
六
年
に
、
作
用
の
西
の
Ｊ
Ｒ
上
月

こ
う
づ
き

駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
運
転
手
は
法
話
の
伝
説
に
つ
い

て
は
知
っ
て
い
た
。
言
い
伝
え
と
し
て
は
、か
な
り
広
範
囲
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
佐
用
町
観
光
協
会
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
、

腰
掛
石
が
、
最
後
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
登
録
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
著
『
法
然
上
人
生
誕
の
地

美
作
国
に
関

す
る
研
究
』
で
も
記
し
た
。

エ

筆
者
は
佐
用
町
教
育
委
員
会
へ
も
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

高
橋
は
、
一
度
訪
問
し
た
あ
と
二
、
三
日
し
て
再
訪
問
す
る
と
、
急
に
屋
根
が
出
来
、
花
が
生
け
ら
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
が
、
ま
る

で
奇
瑞
の
相
が
現
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
訳
は
、
郷
土
史
家
が
連
絡
を
し
て
き
た
折
に
、
改
修
計
画
が
あ
っ
て
そ
れ
が
実

現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
二
回
目
に
訪
問
し
た
時
に
も
花
が
い
け
て
あ
り
、
枯
れ
ず
に
い
た
こ
と
が
写
真
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二

法
然
上
人
・
佐
用
の
腰
掛
石
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〇
一
七
年
一
〇
月
末
に
三み

度た
び

訪
問
し
た
と
き
に
は
、
さ
す
が
に
花
は
枯
れ
て
い
た
が
、
浄
土
宗
寺
院
の
袖
山
（
本
学
理
事
長
）
と
田
中
（
学

監
・
本
研
究
所
長
）
に
よ
っ
て
蠟
燭
と
線
香
で
弔
わ
れ
た
。
石
碑
の
基
礎
部
分
が
補
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
筆
者
は
、

高
橋
が
聞
い
た
と
い
う
郷
土
史
家
が
い
な
い
か
、
教
育
委
員
会
に
訪
ね
た
の
だ
が
、
昔
の
話
な
の
で
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
無

理
も
な
い
話
で
は
あ
る
。
そ
の
時
に
、
佐
用
町
の
史
料
に
、
そ
の
こ
と
が
出
て
い
る
と
言
う
の
で
、
今
回
図
書
館
を
訪
問
し
、
美
作
道
に
関

す
る
資
料
を
得
、「
法
然
の
道
」
を
再
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
調
査
に
よ
る
考
察

二
〇
一
三
年
九
月
の
google
地
図
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
も
、
同
地
は
確
認
で
き
る
の
で
、
参
考
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と

よ
い
。

ア

和
歌
の
考
察

和
歌
は
、
石
碑
本
体
の
向
っ
て
右
側
の
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。（
写
真
２
）
読
む
と
、

「
吉
水
と
聞
き
々
は

昔
そ
偲
ば
る
る

御
影
を
う
つ
す

道
野
辺
の
石

私
僧

妙
善
寺
殿

詠
歌
」

と
あ
り
、
妙
善
寺
の
関
係
者
が
詠
っ
た
和
歌
を
記
念
の
腰
掛
石
に
刻
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
な
り
に
意
を
記
す
と
、

「
こ
れ
が
法
然
上
人
（
吉
水
）
の
法
話
を
せ
ら
れ
た
噂
の
腰
掛
石
か
。
こ
の
道
野
辺
に
上
人

の
御
影
が
浮
か
ぶ
よ
う
で
、
昔
を
偲
ぶ
よ
う
だ
」

共
生
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と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

建
立
の
石
碑
の
左
側
面
に
は
「
明
治
二
九
年
一
一
月
三
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
発
起

人
は
白
髭
六
左
右
衛
門
と
読
め
る
。
こ
の
文
字
は
、
石
碑
本
体
に
向
っ
て
左
の
面
に
刻
ま

れ
て
い
る
。（
写
真
３
）
と
こ
ろ
で
、
こ
の
写
真
の
撮
影
は
二
〇
一
七
年
五
月
一
五
日
で
、

写
真
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、同
年
の
一
〇
月
二
八
日
に
、

腰
掛
石
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
腰
掛
石
の
左
側
面
奥
の
下
部
が
、
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ

て
い
た
。
写
真
の
「
発
起
人
」
の
角
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
誰
か
の
手
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
筆
者
は
観
光
協
会
や
教
育
委
員
会
に
、
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
た
の
で
、
不
安
定
な
石
碑
の
下
部
を
補
強
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
石
碑
の
設
置
は
、
お
そ
ら
く
旧
美
作
道
の
拡
幅
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

イ

中
川
駅
家

美
作
道
の
当
時
の
高
速
の
交
通
手
段
と
し
て
馬
の
利
用
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
駅
家

う
ま
や

は
、
馬
の
乗
換
え
、
文
書
の
送
達
、
宿

泊
、
酒
食
の
提
供
な
ど
、
多
様
な
業
務
を
担
っ
て
い
た
。
駅
は
、
原
則
三
〇
里
（
約
一
二
〇
キ
ロ
）
毎
に
設
置
さ
れ
、
播
磨
国
と
摂
津
国
は

大
宰
府
か
ら
京
へ
の
基
幹
道
・
山
陽
道
に
な
る
。
駅
家
の
数
は
時
期
に
よ
り
変
遷
が
あ
り
、『
延
喜
式
』
編
纂
時
に
は
、
全
国
七
道
の
駅
数
は

四
〇
二
、
播
磨
に
は
九
ヶ
所
（
山
陽
道
本
路
七
ヶ
所
、
美
作
支
路
二
ヶ
所
）、
摂
津
国
に
は
二
ヶ
所
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。（
寺
岡
洋
「
播
磨

の
駅
路
・
駅
家
と
古
代
寺
院
（
前
）」、『
延
喜
式
』
全
七
巻
）

播
磨
広
域
連
携
協
議
会
「
は
り
ま
風
土
記
紀
行

古
の
播
磨
を
訪
ね
て
〜
佐
用
町
編

そ
の
６
」
に
は
、
美
作
道
の
中
川
駅
家
に
つ
い
て

法
然
上
人
・
佐
用
の
腰
掛
石

四
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次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
現
在
の
志
文
川
流
域
の
三
日
月
町
末
廣
に
、『
新
宿
』
と
い
う
大
字
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
昭
和
四
七
年
三
月
に
県
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
『
播
磨
国

中
津
河
』
と
刻
印
の
あ
る
南
北
朝
時
代
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
建
立
の
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印
塔

い
ん
と
う（

ル
ビ
は
筆
者
）
が
残
っ

て
い
ま
す
。
…
…
こ
こ
中
川
の
里
に
は
、
山
陽
道
か
ら
分
か
れ
た
支
路
美
作
道
沿
い
に
「
中
川
駅
家
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。『
延
喜
式
』
に
は
「
中
川
駅
家
」
は
、
馬
数
五
疋
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
比
定
地
は
…
…
前
述
の
三
日
月
町
末
廣
の
新
宿

に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
新
宿
廃
寺
跡
…
…
が
、
中
川
駅
家
で
は
な
い
か
と
、
唱
え
る
人
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
こ
の
里
は
、

行
政
上
か
な
り
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。」

<
http://w
w
w
.harim
a-united.jp/colum
n/clim
ate/contents000220.htm
l>

こ
こ
で
推
定
さ
れ
て
い
る
三
日
月
町
末
廣
は
、
Ｊ
Ｒ
佐
用
の
姫
路
寄
り
の
駅
で
、
佐
用
中
心
部
か
ら
七
キ
ロ
ほ
ど
南
東
の
位
置
に
あ
る
。

ウ

美
作
道
に
お
け
る
位
置
づ
け

こ
こ
で
「
播
磨
古
道
を
さ
ぐ
る
２
」
に
よ
っ
て
、
美
作
道
に
関
し
て
立
ち
入
っ
た
考
察
を
加
え
よ
う
。
同
史
料
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
佐
用
町

中
心
部
の
佐
用
高
校
あ
た
り
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
佐
用
郡
衙
の
あ
っ
た
場
所
で
、
そ
こ
か
ら
十
字
路
の
形
で
北
へ
古
代
因
幡
道
が
、

東
西
が
美
作
道
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
佐
用
の
腰
掛
石
は
そ
の
交
差
点
か
ら
西
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
の
、
中
世
美
作
道
沿
い
に
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
歴
史
上
、
中
世
因
幡
道
の
利
用
が
は
じ
め
て
み
え
る
の
は
、
平
時
範
が
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
因
幡
国
司
と
し
て
赴
任
し

た
際
に
通
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
安
時
代
後
期
の
官
人
、
平
時
範
が
記
し
た
日
記
『
時
範
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
３
。

こ
れ
は
、
法
然
が
生
ま
れ
る
三
四
年
前
の
史
実
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
、
発
達
し
た
公
道
が
存
在
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

場
所
は
、
当
時
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
差
路
の
東
に
駅
家
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
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て
美
作
道
で
あ
る
が
、
法
然
の
時
代
よ
り
少
し
後
に
な
る
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
へ
の
流
罪
も
こ
の
道
を
通
っ
た
史
実
が
、
法
然
の
腰
掛

石
伝
承
と
重
な
っ
て
い
る
。

話
は
駅
家
に
戻
る
が
、「
播
磨
古
道
を
さ
ぐ
る
」
で
は
、
古
代
美
作
道
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
備
前
の
国
の
北
部
六
郡
を
割
い
て
美
作
国
が

出
来
て
か
ら
だ
ろ
う
と
し
、
延
喜
式
に
よ
っ
て
越こ

し

部べ

と
中
川
に
各
五
疋
の
駅
馬
の
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
前
述
し
た

三
日
月
町
新
宿
の
中
川
の
駅
家
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
駅
は
駅
戸
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、そ
の
中
か
ら
駅
長
一
人
を
選
ぶ
。
駅
戸
の
中
で
家
が
豊
か
で
事
に
敏
な
る
者
が
選
ば
れ
、終
身
制
で
あ
っ

た
。
駅
に
は
、
駅
田
が
付
け
ら
れ
、
小
路
の
中
川
の
駅
に
は
二
町
歩
（
現
在
の
二
･四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
不
輸
租
田
が
あ
っ
た
。
駅
長
は
課
役

を
免
ぜ
ら
れ
、
駅
戸
も
徭
役
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
収
穫
し
た
稲
は
貸
し
付
け
て
利
息
を
取
り
、
そ
の
利
稲
を
駅
の
費
用
と
し
、
公
用
使
に

食
事
と
宿
を
供
給
し
駅
馬
を
買
い
揃
え
、
飼
料
等
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
駅
馬
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
公
用
の
使
い
を
す
る
官
吏

と
緊
急
の
公
用
文
書
の
伝
達
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
者
は
駅
鈴
ま
た
は
伝
符
を
携
帯
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
４
」
し
か
し
、
平
時
範

が
因
幡
に
赴
い
た
時
に
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
彼
は
「
佐
余
（
郡
衙
か
）
に
泊
ま
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

中
世
に
は
、
先
述
の
駅
戸
の
負
担
が
耐
え
切
れ
な
く
な
り
、
駅
制
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
筆
者
の

近
刊
の
『
赤
気
の
果
て
に

法
然
上
人
誕
生
の
地
に
吹
く
朱
色
の
風
』
の
冒
頭
で
は
、
法
然
上
人
す
な
わ
ち
法
然
房
源
空
は
、
郡
衙
に
泊
ま
っ

た
と
い
う
設
定
に
し
た
の
で
あ
る
。「
播
磨
古
道
を
さ
ぐ
る
」
で
は
、
幼
い
法
然
が
京
へ
登
る
際
、
こ
の
道
を
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
腰
掛
石
の
伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
史
実
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
法
然
が
美
作
へ
帰
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
な
い
直
伝
よ
り
も
、
度
々
帰
っ
て
い
た
と
い
う
地
元
の
伝
承
の
方
を
信
じ
た
い
。
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あ
と
書
き

な
お
、
高
橋
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
腰
掛
石
に
、
以
上
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
立
て
札
は
今
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
文
字
が
消

え
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
拙
い
一
文
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
後
世
へ
伝
え
て

い
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
本
稿
で
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
上
郡
町
の
浄
土
真
宗
と
、
御
詠
歌
の

作
者
・
妙
善
寺
に
対
す
る
調
査
は
、
機
会
を
改
め
て
行
い
た
い
。
筆
者
の
聞
き
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
浄
心
寺
の
住
職
は
、
姫
路
の
遊
園

地
の
近
く
の
妙
善
寺
と
言
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

冒
頭
で
、
熊
谷
直
実
が
法
然
上
人
の
命
を
受
け
て
、
両
親
を
弔
う
た
め
に
生
ま
れ
故
郷
の
生
家
に
寺
院
を
建
立
し
た
こ
と
の
、
時
空
を
越

え
た
、
答
え
の
出
な
い
疑
問
に
答・

え・

よ・

う・

と・

す・

る・

の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
た
と
え
答
え
は
出
な
く
と
も
、
法
然
の
腰
掛
石

は
、
そ
の
蓋
然
性
を
証
明
し
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
法
然
上
人
の
出
自
に
関
し
て
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
『
作
陽
誌
』
に
よ
っ
て
、
直
接
・
間
接
の
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
如
何
せ
ん
、
こ
の
白
文
で
書
か
れ
た
漢
文
の
解
読
に
は
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。

ま
た
、
角
川
書
店
の
『
日
本
地
名
大
辞
典
』
と
『
日
本
古
典
全
集

延
喜
式
（
全
七
巻
）』
に
よ
っ
て
、
間
接
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
こ
う
し
て
、
法
然
上
人
の
幼
少
･青
年
期
に
育
ま
れ
た
情
緒
形
成
の
リ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
に
接
近
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
が
、

こ
れ
は
自
ず
か
ら
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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